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ます
でも、この運

け入れられ

リボンプロジヱ

特別活動担当教員も
5生徒でプロジェクトをやってみたい。」と
の議決から生徒集会で全校生徒に投げかけ、

身につけるという形で活動が進んでいま

1月に、生徒会本部役員と愛鷹小児童会が、Zoomを使い遠隔会議を開きま
した。昨年度まで共同で進めていた児童生徒活動がコロナ禍でできなくなり、
互いの情報交換をすることになりました。愛鷹中の生徒会活動の一部として
『シトラスリボンプロジェクト』の紹介をしました。

学卒腰上野合
2年生・3月3日
ら2月現在まで、
、生徒の安全を最
判断とさせていた

かすれてしまった

きました。
防団の皆様の力になることが
となり、学校として大きな喜

2年．生と7
り計画してし

を

昨年よ
談会を

劇作ガの屠厨
昨年9月初旬に沼津消

消防詰所シャッターのデ
創作部員が時間をかけ

皆様が選んでいただける
真のデザインに決定し
した。併せて、関係し

材も
が安
の活

与式に新聞社

倉超β年度の辛勝厨許についr
確定した正確な情報については、4月にお届けしたいと考えていますが、現時点でわかって

ミあったりすることについてお伝えします
206日

）～7／21（水）　2学期8／24（火）～12／24（金）　3学期1／6（木）～3／18（金）
。　○修学旅行10／26（火）～28（木）　○自然教室10／29（金）～30（土）
、体育の部を10月に行い、連日開催をしません。
学年ごとに日をずらして開きます。一度に集まることを避けます。
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